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一
も ，等磁力線が上述の方向昏伸びる傾向を示して居り，

現在採掘中の（ハ）及び（二）異常地域の鉱体は南東方向へ

伸びる可能性が期待出来るものである。

（i遜）　その他の匪域

前回淵田技師により行われた調査区域以外の残か

ゐ区威について磁気探鉱を行い，鉱床が賦存する可

能性をしらべ，1号，3号及び南5号の附近に磁気異

常を認めた・これ等は何れも小規模なもので・（ホ）

（へ）（ト）異常と比較して考えるならば，異常附近の

地表近くには大なる鉱体を期待し難い様に思われる

ので，採掘計画を愼重にすべきものと考えられるσ

（茸v）今後の探鑛についての指針

6号坑附近で期待出来る鉱床は．（ハ）及び（二）異

常附近のもので，これらはNo．17の1の方向へと

伸びる可能性が期待されるので，6号坑附近の探鉱

はこの鉱床に集中すべきものと考える。　’

なお探鉱坑道掘進に俘い，坑道を利用する電気及

び磁気探鉱を行えば，更に鉱床の形状を明らかにす

ることが出来るものと思われる。

火防線附近の異常物は，深部にあるものの様であ

り，之が操掘対象となり得る鉱床か否かを速断し得

ぬ故，今後各鉱床の探鉱結果を比較考慮した上で。

慣重な探鉱計函を建てる必要がある。

1号，3号，南5号附近の異常については，既に述

べた様に，小規模なものに終る可能性がある故，愼

重を期し，先ず露天掘で鉱床の様子を調べた上で，深部

探鉱の方針を建てるべきものと思う。（昭和24年5月及

び昭和25年春調査）
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試錐機機－材の材質についで

R呑sビm6

深　澤邦　武鱒　「山　田　隆　基艇

Some　Tests　on　the　Material　of
‡

Equipments　of　a　Core－drill

　　Machine　in　Japan．

by』

K．：Fukazawa＆T．Ya血ada。

　　　M挑ny　a　core－drill　machine　made　in　Japan

　　is　a　rotary　type　of　low　speed（60～150r．P．

ド　　　mi且ute），　thaむ　is　亡o　say　so－called　‘‘Ton｛…

　　type”，and　iむhas　been　used　even　now　for
　　prospecting　oreも磁ies　or　for　boring　Ar右esian．

　　wells．The　writers　have　pr乱etised　compar就ive

菅技術部

むest8・fintensity，hardness7chemicalanaly磯

and　photomicrograpL　over　drill　rods，rod

couplings批ndmet駄1tips．

　試錐機材としては試錐機本体，圧力逡水螂筒，中蘭車1

軸・斉種掘墾具及び是等の附属品と諸工具がある。、之等・

諸磯材の内主要な部分の材質特にロツド，ロツドカツプ
1
リ
ン
グ
と メタルに就いて述べて見るo　　・

　1・試錐機本髄

　現在國内で主に使用されている機械は低速廻韓（60～

150γ．p．m）の所謂利根型のものである。今迄各製作会

吐で発表されている機種は30m・》1，000甲掘進能力のみ

る約50種に及ぶが，機構は同一である◎材質面から見

て潰耗度の高い主要な部分は堅型及び横型に使用され，

ているボールベヤリングとヘリカルギヤーであるoベヤ

52一（16S）



リング，ヘリカルギヤー共，材質は載前のものに比較し

て低下しており，その潰耗度を高めている。ヘリカルギ

ヤーは通常2～3現場は使用出来るが，職後のものには

現場の途中にて使用出来なくなつた例もあるoこれは材

』質の成分と共に，表面硬化等加工技術の低下をも示すも

ので季る。機械全体としては堅，横両型ギヤーケース，

ドラム等，鎗造技術の向上による重量の軽減，P或は機枠

を軽合金使用に依る機体重量の軽減を図り，’蓮搬移動，

組立の簡易化が望まれる。

　2．墜力塗水卿筒

　現在普通使用されている型式には，ピストン式とプラ

ンツヤー式と両式混合があり。プランジャーには，堅型

と横型がある。ポンプのベヤリングは普通，砲金篶物が

使用されており，主要部分としては，1シリンダ・一・クラ

ソクシャフi・，バルブ装置等であるQ金属鉱山特に硫化

鉱山の調査に於て坑内水を使用する場合，用水の化学作

用を受け且つ常に圧力の力瓶るシリyダー，バルブシー

ト，バルブボール等は；普通鋼では不i適当・であるo前年度

も3ヵ所の硫化鉱山の調査が行われだが，特に青森縣大

揚鉱山の調査に於て坑内水の揚水を30～50m（揚程）行

つたが，揚水ポンプ（ピストン，プラyジヤー，コンビ
テーシ．y蜀髄続統気圧のた鵬脚1舞ると急

．速にその度が進み，，数日にして，シリンダF㌦パルズ驚

一挙共に使用に堪えなくなつた。斯様な腐蝕砕対しては

用水の中性化を図ると共に，耐腐蝕性材料を使用すべき

丁我ble1．　　Properties　of！bronze

elastiGii面t・elongation
（kg　l　mm2）し　　　％

h偲面ess
（B晦e11）

くなく耐磨粍性がある。青銅の性質を示せば第1表のよ

うである。

　3．　ロヅドとロツドカツプリング

　ロツドは掘進道具中の主要部分を占めて郭り，これの

製品の不良は，・ッドの曲りに依り孔曲りを起し，叉・

ツドとロツドカツプリング間の漏水に依り，作業事故の

原因等になるo或は粟に掘進中の狼断（例：象潟現場）

となり事故を起すo験前はスェ［デγ等より輸入された

優秀なものがあり，國内産にしても，材質を嚴選し，製

品に対しては槍査等が行われ優良品が市場に出廻つてい

た。戦後は資材，設備，技術的な面に於て大いに制肘さ

れて粗悪品が多くなつたo掘進中ロッドカップリングが

切断し，叉ロツドが1現場の作業中轡曲が多く，作業に

支障を来したような場合があつた。・ロツドカップリソグ

はその結果13Cr一鋼にて製晶を作つたo上記の様な現況

に鑑み・ツドと・ツドカップリングの各種試験（1・分析

試験，2・硬度試験，．3・強度試験，4・顯微鏡写眞）を実

施した。その結果に就て述べて見る。

試験品目

　　聾o．1　40mm　ロッドカツプリング

No．2　　　　〃

No。3　　　　〃

適o．　庄　　33．5m皿

No．5　　　　〃

No．6　　　　ッ

膿盤）！

温nne＆1ing
、m＆teri温S

　五ard
、materials

25解35

70解90

10～13 40周50

1鯉5

60戸》70

170・》190

である。之には銅合金がi適しているカ㍉青銅（銅一錫）は

黄銅（銅一亜錯）よりも強さ，硬さ及び耐腐蝕性が優れて

いる。機械部品に用うるのは，

錫12％以下で，所謂青銅と云

うのは銅90％，錫10％で強さ
　　り最大であるが，、水力機械・機関

等に用うるものは銅88％。錫

猛0％・錯2％のものであるo而

Lバルブシート・ボール等は相

当の硬度を必要とするので，青

銅硬材の硬度でも不十分であ

るo從つて耐蝕材として不鋤鋼

力§適当であるoC1・4～2．0％，

〈属12～14％の鋼が硬度大で脆

ロツド

クローム，ロツドカツプリング

ロツ』ドカツフ9》ング

ロツド

クロームジロツドカツプリング

　1〉成分
　上記各品目を機械試験所に於て分析した結果を標準成

分と比較して見ると第2表のよう『である。

　第2表よわ見るに，標準成分に比較しで相当の過不足

が生じている。No．1はC含有量に比較してSiの量が

僅少で，黒錯炭素の晶出量少く，セメソタイトの析出が

進んでおり，硬廉は比較的高い。No・2は標準鋼の範囲

内にあるが炭素含有量が少いので材質は割合柔い。No．

5はSiの量が僅少で且つ最有害要素のsを多量に含ん

Taわ1e2．　C五emic翫1舩alysis　of　sever乳I　equipments・

、潔t
No．0
No．・1

Ro．2

No。3
Ro．

No．

忍Q．6

C Si

0。1～0．5

0．419

0．106

0．129

0．176

0．180

G．U6

0．2戸）0．4

0．16

0．02

0．18

0．27

0．01

0．73

Mn

0．4戸》1．0

0．71

G．41

0．15

0．49

0．31

0．19

P

＜0．05

0．016

0．0雌

（）．03

o・01／

0。026卜

0．05

S

＜0．06

0．029

0．028

0．038

0．025－

0．038

Cr

12．97

12．31

remark

Standaどd
Garbon　steel

rod　coupling

　　rod

clhrOme　rod
　・6upl聰

rod　coupling

　　rod

Ghrome　rod
　coupling
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でおる6硬度も第ぎ表に見うれるよ5に最も低い。No．

3，No．6は何づれも13Cr一鋼であるが，Siの量に相当・

の闘きがあり，No・6はSi量が多く且つCr：星も少い

ので，高度はずつと低い。－

2）硬　度
　ヴイツカース硬度計に依り硬度試験を実施した結果を

示せば，第3表のようである。

Table3。 H＆rdn畦sstest・fequipments

test　piece 10＆d

　Ro．1

　No．2・
　No．3
　No，4：
　No．5、
　・No．6、

ro（墨　coupl圭ng

て囎鵬3「e）

10kg
．グ

ケ

ケ

〃

グ

〃

hardness
（Vlokers！

ユ94

174

30壬

16｛

136

242

於て実際受けるロッ’ド，及びロッドカツプリングの荷重1

は撹りであり設備の関係上，擁り試験が出来なかつたの

で，硬度試験の上から硬度と成分の関係を示ぜば第1図ー

のよ5である。

3）強　度
　・ツド及びロツドカップリング渉らは．標準テストビ

ー不炉探取出来ないので，略図のよ5にロツドとぬツド

カツプリソグを直接試料として使用して引張試験を行つ・

た。その結果を第4表に示す。

Table些．　Resultofruptllretest・

tcst

175

110adof
lきrupture

stressof
rupture

　　　　　　　　（t・n）1　（kg／mm2）姻』、t
　　　　　　　11．80　　　　　40．8
（33・5mm）isec。ndl12．40

43．0

1。d　l白rst
（4・一）lse。・nd

19．60

17．00

43．0

37．5

la－9α

／41．9．

∫

140。牙

∫

　ロツドカツプリングはロツドより40mm，33．51nm共

硬度が高い。No・5の33・5mmロツドが硬度最低であ

り・実際使用に際しても軟弱過ぎるようであ為。作業に

300一，

ZBO＿

z6卜

240＿

2ZO＿

ZOO＿

180＿

i60＿

140＿

1zo一

100＿

Nol　NαZ　Nα5Nα4No5Nα6
40％4臨　　335％335陽
R．C　R．　　　R．C　只．
　　　εγ一1Z．97　　　C吋Z31

壁

へ
C

練
霞

　　　　”　　c

＼　＼げ1
＼／　＼紐
やi／　1諮
＼段バノ
愛影謡し「

第　　 1　　圓

一一吻　　　　　　　　1■　　　ロ・ソドカワプリングッド
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　－OB
だ一α7

，　一〇，8

　一α5

　＿04
　－03
o

一〇．Z

＿0．1σ

＿αag

－0．08

一ασ了

一〇〇6

＿α05

一σ04

一一G．03

＿aoz
一αOl

コニ＝τ遮ンチ留禰巳ス
33，5％

｝陽綱 勿一一

第2圖

コ

テスチピース略圖及び破断状視圖

　切断は何ずれもロツドである。引張試験と擁り試験等

に，図の様にしたテストピースめ場合，ロツドとロツド

カツプリングの状件が異るので，1簡軍に判断が下されな

いがラ．硬度試験成分等よりしてカツプリング丈C野鋼に

する必要はない様に思われる。

　4．メタルチツプ

　メタノジチツプは焼結炭化タングステン合金に属するも

ので，約20数年前ドイツで実用化し始めてから，急遠一

に発達して来たものであるQダイヤモソドに近い硬さを

持g超硬質金属炭化物の微勅末に，靱性を與えると．共

に，膠結剤となるCo（コバルト）叉は：Ni（ニツケル）の

微粉末を良く混じ，目的の型に圧縮成型した後，水素ガ

スの中で約1，4000Cに長時聞加熱邸ち焼結して製造す

る。今迄に発明製造されたもの』内で，タソガロイTXひ

タンガロィGX・クィディァXX・チタニツトU・シル

タン・ラメット・ボーレリッ1・E等の硬質合金はタング

ステソ炭化物の一部をTiC・TaC・ZrC等で置き換えて『

性質の改善を計つているが，一搬的に用いられて来た内．

地製のタンガロイ・トリディア’・ダィアロイ・ギゲタハ

ードアロイ及びドイツ製のウ．イディア等はタソグステン

炭化物のみを硬質合金として持つものである。配合の一

例を示せば

　W82戸）8S％，C5・2～5・8％，・Co5～13％

　　　　　　　　　　　：FeO・｝2％で，Coの1

　　　　　40％　　　　　量に依り硬度を異にす

　　　　　　．コ　　　　る。（第5表）

　　　　　　　　　　　現在数多くの種頚が・

　　　　　　　　　　各製作会杜で出されて

54詣（170） F遡、



いるoその内の数種に就いて実験し，金属顯微鏡写眞を

撮つたが，焼結合金の分析が機械試験所に於て出来なか

つたので，その結果を十分槍討する事が出来なかつたσ

第6表，第3図はその実鹸結果を示す。 ↑4DO

No，1吋a2晦3No．4No．5No，6No7
1　　　r　　　I　　　l　　　l　　　『　　　1

T＆ble5。　　　An、exanlple　of　tlle　property

　　　　OfTUngUSten・arbide ↑300

日立／ （利根）

“
陳芝）

陳芝）

4

（日本無線）

　　　　　F

（利鋤

Co－Gontent％ 3％

speci£cgr呂vit列・5．64

hardness（Vヱ磁ers）　1800

6％

14．82

1450

9％

14．56

1365

曳3％

14．10

1255

1200

（日本無線）

Tabl66・　　　Hardness　test　of　IIletal　tips

　　　　　（1・ad＝20kg）

hardness
（Viekers〉

maker

1100

Testpiece

No．

N6．

No．

No．

No．

No．

No．

1
2
3
4
5
6
7

1379

1291

1254

1384

1145

1347

1358

　　Hid我chi

』Tokyo－shibaura

NipPon　Wireless

　Ton6Boring
NipPon　Wireless

T・ky・一shi煽ura

　T・n6B・ring

第　　　3　　　圖

　第6表（第3図）より利根の製品は全般に硬度高く，日

本無線の製品は硬度が低い◎メタルとしては硬度が高い

程良いが，第5表に見る如ぐCoの量を少くすれば，硬

度が高くなるが，非常に脆くなり使用に堪えなくなる。

從つてCo叉は其れ以外の靱性を持たせるためめ要素を

・適当砕配合する事と・製作の際犀縮・擁結等の製作技術

に依り，より高い硬度と靱性と耐磨粍性を持たぜる事が

メタル製作の鍵になつており・研究の焦惑もこ』にあ

るo（昭和25年3月）

55喪21“1950”（235．49』MIHARA3521．27）：550．8

貼

R6sum6

1950年の伊豆大島，三原火山の活動について

灘　村

On　the　Volc＆n置c　Actlvity　of　Mt

Mih部a，lzuOshim箆ls．in1950．

by

Kδnosuke　SawamUra．

　V・lcan・Mihara，1n6曲imalsland挿as
beell　erupting　sh】ce　16Lh　July，　2むf右er　the

silenceoftbesetenyears。Thetype・femp－
tion　Is　3imilar　to　むhaむ　o£　t｝1e　preceding

eruption　on’a　I乱：rge　scale　玉n　1912，　w五ich

beiongs　to　a　q　uie右eruption　common】y　see血

in　vblcanoes　of　bas昂1む重c　consむiむuents．　The

presenむerupti・nwasst我rtedby七わef・rm亀一
tion　of　a　sm泓ll　hole　in　a　higher　portion　of

the　old　cra右er－wa11，alnd　from　this　new　erater

菅地質部，

e

　老　之　助醤

　　　　　　　　　　　　　お　　　．thel乱vafloweddownlikeawaterrf＆11accom．
　　　　1）anied　by　sligぬt　explosiolls．　Two　days　after，・

　　　this　explosbn　stoPPed；on　t五e　other　h翫nd，

　　　　thelava昼・wed・uta旦alavaspringfrom伽
　　　bottom　of　the　old　cr就er、and　the　wall　rocks

　　　　near　the　new　er翫ter　were　broken　into　blocks

　　　wh三chfelldomoneafteranotぬer．From
　　　　22nd　July，tぬe　new　cra、ter：recovered　agε鳥in

　　　　itS　eXploSiVe臼poWer　and　frOm　2nd　AUguSt，

　　　　the　eruption　becam亀to並ave　some　regularity，

　　　・in　wh玉ch　the　explosion　occ卿：red　over　七her

　　　　whole　area，of　the　new　　crater　and　a　cinder

　　　　COne　grew　U蚕　Steadily，Whle　tge　ぬardened

　　　　l乱va　blocks　were　I）ushed　but　from　th“foot　of

　　　　thec・net五r6u窪hth曲eavypile・fthe－cinder．「

　　　　　On30th　July’，Just　before　the　beginning

　　　　oftheregular＆ctiviもy，thenewer乱terhad
　　　　a　few　vents，　which　manifested　explosive、

　　　　8ctivity　alternately．　E段ch》ent　in　its　我cti聰
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